
 

   令和４(202２)年度県立わかくさ特別支援学校における学校評価について 

 

  以下のとおり、学校評価を実施いたしました。                                                        

   

１ 自己評価について 

  ○下記の重点目標・具体目標を意識した取り組みを各分掌部・学部・各個人で行い、評価する。 

   各分掌部の運営計画のなかで目標を設定して取り組む。 

5月の職員会議で学校評価実施計画を確認し、７月の学校評議員会で今年度の取り組みについて説明 

する。 

 (１) 本年度の重点目標及び設定の理由 

  ① 重点目標 

 １ 個々の実態に応じた教育支援の追求 

 ２ 保護者、各関係機関等との連携 

 ３ 安全安心な教育環境の整備 

  ② 設定の理由 

    児童生徒一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばし、生き生きと社会参加できる児童生徒を育成す            

   るため、学習活動の充実と学習環境の整備が必要であるため、重点目標を設定した。   

 

  ③ 重点目標における具体目標 

重点目標 具体目標 担当 

１ 個々の実

態に応じた

教育支援の

追求 

○学習指導要領に基づき、より実態に応じた適切な指導を行うた

めに、指導計画等の作成や見直し、改善を行う。 

学習指導部 

○生活単元学習で扱われる各教科等の内容を見直すとともに、単

元を整理し、小学部と中学部の系統的な指導を目指す。 

小学部 

中学部 

２  保護者、

各関係機関

等との連携 

 

○学校行事の公開ができない場合を想定した動画鑑賞等の計画

をＰＴＡの事業計画に盛り込み、円滑に実施できるようにする。 

○各学部、各係が栃木県立リハビリテーションセンターとの連携を

図り、より良い教育環境を整えることができるように連絡・調整を

行う。 

教務部 

○各機関との連携において、専門性を活かした情報を発信し、支

援を必要とする幼児、児童生徒への教育的支援の充実を図る。 

相談部 

３ 安全安心

な教育環境

の整備 

○本校の児童生徒の実態により応じた安全教育を展開するため

に、学校安全計画の見直しを行う。 

生活指導部 

 

    

(２) 評価項目 

  ① 具体的な取り組みに関する評価 

   ○本年度の重点目標における具体目標 

   ○小学部・中学部の具体目標 

   ○分掌部における具体目標 

  ② 保護者アンケートによる評価  

    ○教育活動全般に関する項目 

    ○児童生徒指導に関する項目    

    ○家庭・地域・関係機関との連携に関する項目 

      

 (３) 評価の観点、評価基準等 

   ① 具体的な取り組みに関する評価 



     次の基準において評価する。 

評価基準  Ａ：目標を超える成果があった  

Ｂ：目標を達成した  

Ｃ：目標を達成できなかった 

   

   ② 保護者アンケートによる評価 

      次の基準において評価する 

評価基準  Ａ：よくあてはまる           

Ｂ：やや当てはまる 

Ｃ：あまり当てはまらない    

Ｄ：当てはまらない 

Ｅ：わからない 

  

(４) 評価実施時期及び実施方法 

   ① 評価実施時期   令和４年１２月～令和５年１月 

   ② 実施方法 

      教職員、保護者等による評価を実施する。 

 

      学校運営に関する保護者アンケ－ト        

             ↓ 

      内部評価・アンケート結果を全職員で共有し、学部分掌部での反省改善協議  

             ↓ 

      学校評議員会・学校評価委員会に提案し意見を聴取  

             ↓ 

      職員会議に提案し、次年度改善策のまとめ  

 

(５)  評価結果の公表時期及び公表の方法等 

①3月にホームページに、結果及び考察とまとめを掲載する。 

②３月に保護者に対し、アンケート結果等を文書にて公表する。 

(６) 評価結果  

   ①令和４年度重点目標・具体目標についての評価(資料１) 

②学校評価保護者アンケート 

    ○令和４年度学校評価保護者アンケート集計結果(資料２) 

    ○令和４年度学校評価保護者アンケートの分析(資料３) 

 

(７) 中間的な評価を実施し見直しを行ったこと 

    ・特になし 

(８) 評価結果に基づく今後の改善方策等 

①指導計画等を順次整えていくと同時に、引き続き、小・中学部の系統性も踏まえた指導内容の検討や精 

選を行っていく。  

➁運動会や学校祭(わかくさ祭)の公開ができないことを想定して、学習活動計画の中に動画鑑賞会を設

定しておいた。次年度も同様に準備しておく。 

③本校児童生徒の実態に応じた安全教育を展開するために、学校安全計画と学習指導計画の関連性に

着目し、更なる整合性を高めていく。 

 

２ 学校関係者評価について(第２回学校評議員会を含む) 

 (１)  評価組織(評価者) 



      学校評議員、保護者代表 

 (２)  評価実施時期及び実施方法 

      ２月の学校評議員会で、自己評価の結果及び改善策について意見を聴取する。 

 (３)  評価結果の公表時期及び公表の方法等 

      ２月のＰＴＡ理事会で評価結果を公表する。評価結果と次年度に向けての改善案等については、３月 

     にホームページに掲載する。 

(４) 評価結果(資料４) 

(５) 評価結果に基づく今後の改善方策等(資料４) 

 

３ 学校の情報提供について(学校評価に係る取組を除く) 

 (１) 提供内容 

   ①学校行事、校外活動等の教育活動 

   ②児童生徒の作品 

 (２) 提供方法 

   ①ホームページで学部の活動や学校行事を紹介した。 

   ②保護者に学部だよりはじめ各種たよりを配付した 

   ③郵便局等の近隣施設で作品を展示した。 

   ④作品集「わかくさ」を発行し、保護者及び居住地校や学校間交流を行った学校に配付した。 

   ⑤個人情報の保護のため、作品展示の氏名、各種たよりの写真の掲載、ホームページへの写真の掲載 

     等、事前に保護者に調査を行い、合意形成を図っている。 

 


